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① 第三者評価機関名 特定非営利活動法人 よこはま地域福祉研究センター 

②施設・事業所情報 

■名称 久良岐保育園 

■種別 保育所 

■代表者氏名 園長 内田 礼子 

■定員（利用人数） 121 

■所在地 神奈川県横浜市南区中里 3-23-1 

■TEL 045-731-5994

■ホームページ https://www.kurakihoikuen.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

■開設年月日 1951 年 8月 4日 

■経営法人・設置主体 社会福祉法人 久良岐母子福祉会 

■職員数（常勤） 16 名 

■職員数（非常勤） 20 名 

■専門職員（名称別） ・園長 1 人 

・保育士 23 人 

・栄養士 2 人 

・調理員 3 人 

■施設設備の概要 ・保育室数 6 

・設備等
園庭・中庭／ランチルーム／図書コーナー
／一時保育室／延長保育室／事務室・職員
室／給食室／屋上プール／倉庫など 

② 理念・基本方針
法人理念 「強く 正しく 明るく」
保育理念 「わたしが好き ともだちが好き 自然が好き」 
基本方針 

実施概要 
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① 利用者の人権を常に尊重し、サービスの質の向上や環境改善に取り組む
② 地域の実情・利用者の必要に合わせ、公益的な事業を率先して行う
③ 高い専門性を持った良質な福祉人材を教育・育成する
④ 非営利法人として、透明性のある組織の運営を行い、地域に対して積極的な情報発信をおこない、地

域に認められる活動、事業運営を行う

施設・事業所の特徴的な取組 
・子どもの人権尊重について、法人の人権研修や職員会議、コンプライアンスチェックリストなどで、職
員が理解を深められるようにしています。

・広い園庭と乳児専用の園庭があり、砂遊びや水遊び、季節の自然に触れることで、子どもの興味や好奇
心、意欲を育てます。

・散歩では、季節の草花や小動物、地域の人々と出会います。自分の足で歩くことで、生きる力を育てま
す。発見から興味、興味から意欲とつなげています。

・子どものやってみたいという気持ちを受けとめ体験の機会を作っています。
・子どもが大好きな遊びを見つけ、友だちと一緒に遊ぶ楽しさを重ねていけるよう、環境構成をしていま
す。

・音楽指導、和太鼓指導、体育指導を取り入れています。
・公園愛護会のお手伝いとして花の苗を植えたり、地域のお祭りで５歳児が和太鼓を披露したりするなど、
地域との関係を大切にしています。園庭を開放し地域の防災訓練を実施しています。

⑤第三者評価の受審状況 

■評価実施期間 2019/6/7 （契約日）～ 2020/3/13 （評価結果確定日） 

■受審回数（前回の受審時期）   2回（平成 25年度） 

【特に評価が高い点】 
◆子どもが主体的に活動できる環境構成
園は、子どもが主体的に活動できるよう、物的環境、人的環境を整えています。 
乳児は、遊び、食事、着替えなどの機能別の空間を確保し、子どもが生活の流れを理解し、毎日の繰り

返しの中で無理なく基本的生活習慣を身に付けられるようにしています。０・１歳児はゆるやかな担当制
をとり、特定の保育士との愛着関係を築き、子どもが安心して生活できるようにしています。 
保育室は、子どもの年齢や発達に応じて遊具やコーナーが用意されていて、子どもが自由に遊びを選び、

一人であるいは友だちと一緒に主体的に活動できるようになっています。広々とした園庭でも思いっきり
身体を使って好きな遊びをすることができます。 
保育士の見守りのもと、子どもたちは自分から好きな遊びを選び、自由な発想で遊びを広げ、元気いっ

ぱいに園生活を過ごしています。 

総評 
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◆子どもの人権を尊重した保育の実践
子どもを尊重した保育の実施について倫理綱領を策定し、法人の人権研修や職員会議等で職員に周知し

ています。職員は、倫理綱領に基づくコンプライアンスチェックリストを用いて毎週自己点検し、クラス
会議や職員会議で具体的な事例を挙げて確認しています。保育士は、子どもの言葉や表情、仕草など小さ
なサインも見逃さないように努めて子どもの気持ちを汲み取り、子どもの気持ちに寄り添っています。着
替えなどの時も、子どものやりたいという気持ちを尊重し、じっくりと待っています。 

◆地域との連携
園のある地域が子どものふるさととなるよう、地域との連携に力を入れています。子どもたちは散歩で

地域住民と挨拶を交わしたり、公園愛護会の人たちと花の苗を植えたりし、地域住民と交流しています。
地域への子育て支援事業として「わらべうた」「みずあそび」などを実施するほか、一時保育、育児相談
も行なっています。また、地域担当職員がいて、野菜を育てて地域住民のこども食堂に提供したり、町内
会のイベントに参加したりしています。また、地域の防災訓練に園庭を提供するなど、保育事業にとどま
らず広く地域に貢献しています。 

【改善が望まれる点】 

◆職員の運営の一員としての意識を高めていくことが期待されます
法人の全体会議、階層別研修、職員会議等で事業計画について説明し、職員と園の方向性を共有できる

ようにしていますが、一般職員が運営の一員としての意識を持つまでには至っていません。今後も風通し
の良い職場作りに向けて取り組んでいかれることが期待されます。 

◆さらなるマニュアルの整備が期待されます
園は各種マニュアルを作成していますが、整備されていないものや、見直しが十分でないものがありま

す。メンター制による OJTが行き届いており、標準的な業務が周知されていますが、次世代に園の良い取
組を引継ぎ、園の取組の透明性を高めるためにも、マニュアルのさらなる整備が期待されます。 

約 2 年に及ぶ久良岐母子福祉会館の改築が終り、新しい環境での組織運営と保育を問われる受審とな
りました。長い改築工事期間を仮園舎で過ごし、「環境は変わっても保育はブレない」を合言葉に、あら
ためて「保育理念と保育環境」「保育指針」等について園内研修を重ね、職員間のディスカッションも盛
んになっておりました。評価結果を見て思うのは、それらの時間と取組みにつながる「今」があらわされ
ていたという事です。組織や保育は突然そこに現れ完成するのではなく、子どもと保護者、地域との関係
性や自然環境、社会の変化の中で理念を軸として実践していくものだと再確認することもできました。  
又、特に評価が高い点として 2 番目に挙げられたのが、子どもの人権の尊重に関するものだったこと

も、これまでの成果としてうれしく受けとめています。  
ありがとうございました。 

久良岐保育園 園長 内田礼子 

第三者評価結果に対する施設のコメント 
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共通評価・保育所版

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

第三者評価結果

【1】 Ⅰ－1－(１)－①　
a

Ⅰ-２　経営状況の把握

第三者評価結果

【2】 Ⅰ－２－(１)－①
a

【３】 Ⅰ－２－(１)－② b　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

<コメント>

法人の幹事会では、経営を取り巻く社会環境や職員体制、人材育成、財務状況等の現状の把握・分析を
基に、具体的な課題を抽出し、解決に向けてどのように取り組んでいくか、協議しています。経営上の課題
については、主任クラスでは共有していますが、非常勤職員を含む一般職員への周知は一部に留まって
います。子どもの最善の利益と権利擁護、保育士の人材確保などの主な課題については、職員会議で説
明し、コンプライアンスのチェックリストの取り組みなどを進めています。

ホームページ、パンフレットに法人の基本理念、保育理念を掲載するとともに、玄関に掲示しています。基
本方針に、理念の実現のための具体的な方向性を示し、職員の行動規範としています。法人の新人研修
で説明するとともに、4月の法人の全体会議で理事長が説明しています。また、階層別会議や職員会議な
どで具体的な事例をあげて取り上げ、園長が説明しています。毎週行なわれる職員チェックシートでも理
念に基づく自己の行動を確認しています。保護者に対しては、入園のしおりに記載し、入園説明会や懇談
会で説明しています。

Ⅰ-２-（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。　

　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析
されている。

<コメント>

園長は、市や区の園長会などに出席し、社会福祉事業の動向や地域の保育の経営環境や課題などの情
報を把握しています。地域の認可保育園長との個人的なやり取りからも、地域の実態や保育士人材確保
などの保育を取り巻く課題について情報を得ています。毎月行なわれる法人の理事長、事務長、各施設
長による幹部会では、収集した情報の分析をしています。園長は予算の執行状況をチェックし、法人ととも
にコスト分析をしています。

第三者評価結果

Ⅰ-１-（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

<コメント>
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Ⅰ-３　事業計画の策定

第三者評価結果

【4】 Ⅰ－３－(１)－①
a

【5】 Ⅰ－３－(１)－②
a

<コメント>

【6】 Ⅰ－３－(２)－①
b

【7】 Ⅰ－３－(２)－②
b

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

第三者評価結果

【8】 Ⅰ－４－(１)－①
a

Ⅰ-４-（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機
能している。

<コメント>

月案、週案には振り返りの欄があり、振り返りを基にカリキュラム会議で話し合い、次期の計画作成につ
なげていて、PDCAを回す仕組みがあります。全職員が、週に1度チェックシートを用いてコンプライアンス
や倫理綱領について振り返りを行なっています。振り返りの結果を月ごとにまとめて、カリキュラム会議や
クラス会議で具体的な事例を挙げて話し合い、改善につなげています。年度末には全職員が自己評価表
を用いて自己評価し、結果を主任が集計して職員会議で討議し、園の自己評価としてまとめています。

<コメント>

法人の事業計画を基に園長が事業計画を作成し、理事会で決裁しています。事業計画を議題とした職員

会

　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

<コメント>

事業計画を分かりやすく説明した資料を作成し事業計画そのものを説明するなどの取り組みはしていませ
んが、4、５月のクラス懇談会で年度の方針や行事などを保護者に説明しています。新園舎の環境を踏ま
えた安全への取り組みやお散歩マップの見直しなど園のリスクマネジメントの取り組みなど、保育に関わ
る部分については、具体的な事例を挙げて分かりやすく説明しています。

<コメント>

法人作成の中長期計画があり、全職員に説明しています。中長期計画には、利用者の基本姿勢、社会に
対する基本姿勢、福祉人材に対する基本姿勢、マネージメントに対する基本姿勢の4点をあげてその実現
のための行動指針を明示し、行動指針ごとに長期ビジョンと目的・考え方を明確にしています。中期目標
には、その実践に向けた具体的な成果が明記されていて、実施状況の評価ができるようになっています。
中期目標は3年ごとに評価し、見直すこととしています。

中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい
る。

Ⅰ-３-（２）　事業計画が適切に策定されている。

　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組
織的に行われ、職員が理解している。

中長期計画に基づき単年度の事業計画を策定しています。事業計画には、人権の尊重、保育の質の向上

Ⅰ-３-（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されてい
る。
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【9】 Ⅰ－４－(１)－②
b

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】 Ⅱ－1－(１)－①
a

【11】 Ⅱ－1－(１)－②
a

【12】 Ⅱ－1－(２)－①
a

【13】 Ⅱ－1－(２)－②
a

　経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を
発揮している。

<コメント>

園長は、人員配置や有休取得率、残業時間などをチェックし、業務改善に向けて取り組んでいます。シフト
を工夫して事務時間を確保できるようにしたり、記録類の見直しをしたり、ICT化へ向けて取り組むなど、残
業時間の削減に向けて取り組んでいます。休憩室を整備し、リーダークラスが率先して休憩を取って皆が
休憩を取りやすい風土作りをしたり、担当を決めて子どもと離れるノンコンタクトタイムの確保に取り組むな
ど、組織をあげて働きやすい職場環境の整備に取り組んでいます。

　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行って
いる。

<コメント>

園長は、横浜市や南区の園長会などが主催する法令遵守やコンプライアンスに関する研修に参加し、遵
守すべき法令等について理解し、利害関係者との適正な関係を保持しています。法人のコンプライアンス
委員会には園から職員が参加し、倫理綱領の作成と更新、内容理解と浸透のための取り組みをしていま
す。全職員に配付している倫理綱領ハンドブックは職員の行動指針となっていて、職員が読み込んだ上で
職員会議で様々な階層の職員でのグループによるディスカッションを行ない、職員の理解を深められるよ
うにしています。

Ⅱ-１-（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

　保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発
揮している。

<コメント>

園長は職員を統率し、保育の質の向上に向けて率先して取り組んでいます。保育業務の責任はクラス

リーダー

園の自己評価には、項目ごとの根拠と改善方法、全体の評価、来年度の課題が文章化されています。園
の自己評価で明らかになった課題は、職員会議で共有しています。必要に応じて、リーダー会議やカリ
キュラム会議の議題として取り上げ改善策を講じたり、事業計画の策定に反映するなどしていますが、評
価結果に基づく改善計画は策定していません。園は、最大の課題である人材の確保・育成の解決に向
け、休憩室を改装したり、子どもと離れるノンコンタクトタイムが取れる仕組みを作るなど、働きやすい環境
作りに取り組んでいます。

Ⅱ-１-（１）　管理者の責任が明確にされている。

　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理
解を図っている。

<コメント>

園長は、年度初めの職員会議で年度の方針や取り組みについて職員に説明するとともに、事業計画の
「本年度の運営にあたって」で課題とそれに取り組む姿勢を表明しています。職務権限規程、運営規程、
組織図で園長の役割と責任を明文化しています。運営規程には園長不在時には主任が代行者であること
が明記されています。園長は、職員会議やリーダー会議、メンター会議、給食会議等の各種会議を主宰
し、職員集団をリードしています。防災計画や防災マニュアル等にも有事における園長の役割と責任が明
確化されています。

　評価結果にもとづき保育所として取り組むべき課題を明
確にし、計画的な改善策を実施している。

<コメント>
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Ⅱ-２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】 Ⅱ－２－(１)－①
b

【15】 Ⅱ－２－(１)－②
b

【16】 Ⅱ－２－(２)－①
b

【17】 Ⅱ－２－(３)－①
b

【18】 Ⅱ－２－(３)－②
a

<コメント>

法人の基本方針に基づく園の人材育成・研修計画には、階層ごとに期待される役割、専門的能力、職務
内容、研修の目的、研修計画が明記されています。計画に基づき、法人の年4回の全体研修（1回は人権
研修）、階層別研修、メンター研修などが実施されていて、該当する職員が参加しています。また、外部講
師による保育所保育指針や園庭プロジェクト、音楽療法的活動などの園内研修や横浜市や白峰学園保
育センターなどの外部研修にも参加しています。法人の人材育成委員会では、研修成果の振り返りをし、
翌年の研修計画に反映しています。

<コメント>

職員は、振り返りシートを用いて年度の振り返りと翌年度の希望クラスと抱負を記載し、園長面談で目標
設定と達成度の振り返りをしています。園長面談は年1回ですが、個々の状況に応じて面談をおこなって
進捗度のチェックをし、アドバイスしています。園は、メンター制度があり、入職後5年間は先輩職員がメン
ターとしてOJTを行ない、月に1回のメンター面談で理念の浸透具合をチェックしてアドバイスをし、悩みや
困っていることを聞き、相談にのっています。

　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ
れ、教育・研修が実施されている。

Ⅱ-２-（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくり
に取組んでいる。

<コメント>

労務管理の責任者は園長で、有給休暇の取得状況をチェックし、取得が少ない人には声をかけ、皆が公
平に休暇を取れるように働きかけるなどしています。全職員に産業医がストレスチェックをおこない、必要
に応じて面談を実施しています。園長を通さずに産業医に直接相談することができるよう窓口を紹介して
います。育児休業規程や介護休業規程で短時間勤務制度があり、職員同士がお互いに配慮し合うこと
で、育休取得後も働きやすい職場作りを目指しています。さらなる働きやすい職場環境作りに向けて取り
組んでいく意向です。

Ⅱ-２-（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画
が確立し、取組が実施されている。

<コメント>

人材採用の考え方として「社会福祉の施設であると認識している人、理念に賛同する人、子どもが安心で
きる笑顔がよい人」を求めています。必要な人員体制や人材育成の計画があり、計画に基づいて横浜市
等の人材採用のブースに参加したり、実習生の登用、人材紹介会社の活用など、積極的に採用活動を行
なっています。昨今の保育士人材不足もあり、園としてはさらなる取り組みが必要ととらえています。

　総合的な人事管理が行われている。

<コメント>

法人の基本方針で「めざす職員像」を明記しています。就業規程、給与規程などは策定していますが、法
人の方針として人事基準は人事考課と給与、昇進・昇格と連動する仕組みにはなっていません。また、人
材育成・研修計画に階層ごとに期待される役割や職務内容を記載し、職員に周知していますが、求められ
る資質や人物像が明確でなくキャリアパスの仕組みとしては、不十分となっています。面接時に職員の意
向や目指す姿を聞き、個別にアドバイスするなどしていますが、より明確な保育園としてのキャリアパス制
度に向け検討しています。

Ⅱ-２-（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。　
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【19】 Ⅱ－２－(３)－③
a

【20】 Ⅱ－２－(４)－①
a

Ⅱ-３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】 Ⅱ－３－(１)－①
b

【22】 Ⅱ－３－(１)－②
a

Ⅱ-４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】 Ⅱ－４－(１)－①
a

法人の基本方針に「地域・社会に貢献します」を掲げ、事業計画書、全体的な計画に地域との関わり方に
ついて具体的に記載してます。玄関に南区こども相談、子育て支援拠点、病児保育室などのパンフレット
を置き、保護者に情報提供しています。子どもたちは、散歩や買い物で挨拶や会話を交わし地域住民と交
流しています。また、公園愛護会の人たちと地域の公園に花の苗を植えたり、地域のお祭りで5歳児が太
鼓を披露したりしています。節分には、地域住民が鬼役となってくれるなど、子どもたちは地域に優しく見
守られ、成長しています。

<コメント>

職務権限規程、経理規程があり、就業規則と共に職員に配付し、周知しています。法人の監事が定期的
に確認しています。また、公認会計士のチェックを受け、指摘事項に基づいて経営改善をおこなっていま
す。

Ⅱ-４-（１）　地域との関係が適切に確保されている。

　子どもと地域との交流を広げるための取組を行ってい
る。

<コメント>

Ⅱ-３-（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

　運営の透明性を確保するための情報公開が行われて
いる。

<コメント>

ホームページで理念や方針、保育内容、育児支援、第三者評価の受審結果などを掲載しています。苦情・
相談の結果は本人の同意のもと園内に掲示し公表しています。園の自己評価はファイルして玄関に置い
ています。ただし、財務等の現況報告書は公開してなく、今後掲載していく予定です。園のパンフレットを門
の外の掲示板に掲示し、地域に情報提供しています。法人の広報誌「久良岐だより」は150部ほど発行し、
小学校や地域ケアプラザ、区役所などの関係機関、町内会の役員、民生委員・児童委員、主任児童委員
などに配付しています。

　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組
が行われている。

入職後5年間はメンター制度があり、先輩職員が個々に応じたOJTを実施し、月1回のメンター面談で理解
度を確認しています。職員は法人の階層別研修や外部研修などに参加し、研修報告書を作成して職員間
で共有しています。1年目から3年目の新任者は、外部研修には参加せず、法人や園内で法人理念や子ど
もの最善の利益の理解を深めるための研修をおこなっています。園は、非常勤職員のやる気が高められ
るよう、職務や希望に応じて外部研修に参加できるようにしていて、無資格の朝夕の保育支援員に研修へ
の参加を声掛けするなどしています。

Ⅱ-２-（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について
体制を整備し、積極的な取組をしている。

<コメント>

実習生受け入れマニュアルがあり、基本姿勢や受け入れ手順、配慮事項などが明文化されています。実
習生受け入れの担当は主任で、オリエンテーションで実習のしおりを用いて園の理念や方針、配慮するこ
となどを説明しています。プログラムは、学校からの要請に応じて、実習生の希望とすりあわせをし、作成
しています。実習最終日の1日前に反省会を行なって、反省会での評価を翌日に反映できるように工夫し
ています。

　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

<コメント>
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【24】 Ⅱ－４－(１)－②
b

【25】 Ⅱ－４－(２)－①
a

【26】 Ⅱ－４－(３)－①
a

【27】 Ⅱ－４－(３)－②
a

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１　利用者本位の福祉サービス

第三者評価結果

【28】 Ⅲ－１－(１)－①
a

<コメント>

法人理念、基本方針に子どもの人権尊重を明示し、法人の人権研修で職員に周知しています。子どもを
尊重した保育の実施について権利擁護、子どもの発達保障、家庭との連携、専門職としての使命につい
て記載した倫理綱領を策定し、職員に周知しています。職員は、毎週、倫理綱領に基づくコンプライアンス
チェックリストを用いて自己点検し、クラス会議や職員会議で討議し、確認しています。職員は、性差による
固定的な価値観で保育をしてはならないことを共通認識とし、気になる事例があったと時にはその都度対
応について話し合っています。

　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行
われている。

<コメント>

園は、把握した地域ニーズに基づき、子育て支援事業として「楽しいわらべうた」「水遊び」「鬼の面作り」な
どを実施し地域にその専門性を還元しています。一時保育、育児相談なども実施しています。子どもたち
が地域のお祭りで太鼓を披露したり、地域担当が野菜を育て、野菜をこども食堂や地域の自治会の集ま
りに提供するなど、町内会と協力し、地域の活性化やまちづくりに貢献しています。園庭で地域防災訓練
を実施していて、協定等はありませんが災害時には地域住民を受け入れ助け合っていく意思があります。

Ⅲ-１-（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつため
の取組を行っている。

<コメント>

南区こども家庭支援課、横浜市中央児童相談所、横浜市中部地域療育センター、小学校、警察、医療機
関などの関係機関のリストがあります。リストは事務室に置かれていていつでも確認することができます。
幼保小連携連絡会などの関係機関との各種会議に出席するほか、町内会に所属し、園長と地域担当の
広報委員が各種会合に参加しています。園庭で地域防災訓練を実施するなど、地域の課題解決に向けて
連携しています。また、要保護児童対策地域協議会に参加し、南区こども家庭支援課や横浜市中央児童
相談所と連携する体制を築いています。

Ⅱ-４-（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われて
いる。

<コメント>

園長は、南区園長会や幼保小連携連絡会などの各種会議に出席し、地域の福祉ニーズを把握していま
す。また、町内会の総会を始め新年会や長寿会などに参加し、地域のニーズを把握しています。園が入っ
ている法人会館の3階が地域交流室となっていて、利用している様々な地域住民との交流を通しても把握
することができます。地域には卒園生が多く、様々な地域の情報がもたらされています。広報委員2名が地
域担当を兼ね、地域清掃や園の入っている法人会館の3階で行なっている「こども食堂」のイベントなどで
地域住民と交流し、地域の情報を得ています。

　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし
体制を確立している。

<コメント>

基本姿勢は明文化していませんが、受け入れの手順や配慮事項などを記載したボランティア受け入れマ
ニュアルに基づき、園は中学生や高校生の職業体験を受け入れています。受け入れ前にはオリエンテー
ションを実施し、守秘義務などの配慮事項を説明しています。終了後には感想文を書いてもらい職員間で
共有しています。また、専門学校生のボランティアを受け入れています。節分の鬼、旧園舎の思い出のレ
ンガ作り、おもちゃのワゴンの製作など地域の人が気軽に手助けする関係ができています。

Ⅱ-４-（２）　　関係機関との連携が確保されている。

　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等と
の連携が適切に行われている。
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【29】 Ⅲ－１－(１)－②
a

【30】 Ⅲ－１－(２)－①
a

【31】 Ⅲ－１－(２)－②
a

【32】 Ⅲ－１－(２)－③
b

【33】 Ⅲ－１－(３)－①
a

【34】 Ⅲ－１－(４)－①
a

日々の保育のなかで、子どもの表情から満足感が読み取れるよう努めています。保護者に対しては送迎
の際に声がけをしたり、相談にのるなど日頃から信頼関係を築くよう努めてます。又、年3回保護者懇談会
を開催しています。保護者会には職員が参加していて、保護者の意見を把握し、情報は職員会議で報告
し話し合いをしています。行事に関するアンケートはその都度行い、結果を園の便りで伝えるとともに、次
の行事実施に活かしています。

Ⅲ-１-（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい
る。

<コメント>

苦情解決の責任者（担当ｰ園長・責任者ｰ法人理事）、第三者委員会の設置など、苦情解決の体制は組織
的に整備されています。保護者に対しては、入園の際に苦情相談窓口や苦情解決の仕組み（「園のしお
り」に記載）について説明し、同意を得ています。「園のしおり」は保護者に配布し玄関にも置いてありま
す。苦情に関しては記録を保管し、協議した内容については保護者にフイードバックしていますが、苦情を
申し出した保護者が公表を希望しない場合は、公表していません。

　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応
を行っている。

<コメント>

基本的に子どもや家庭に関する情報提供や保育の引継ぎは行っていません。しかし、保護者から要望が
あった際には保護者同席のもと、口頭で説明を行っています。又、保護者には、個人別保育計画のコピー
を変更先の保育園に見せるようなどの助言をし、保育園変更後も、保護者の相談にはいつでも対応出来
ることを伝え、安心して移行出来るような配慮を行っています。

Ⅲ-１-（３）　　利用者満足の向上に努めている。

　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組
を行っている。

<コメント>

　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的
に提供している。

<コメント>

入園希望者に対し、ホームページやパンフレットで理念や基本方針、保育の内容や園での子どもの写真、
ブログを載せて分かりやすく伝え、見学の日時などの情報提供を行っています。保育園利用希望者に対し
施設見学会を、年4～5回実施しており、口頭や電話で随時予約を受け付けています。見学の際は園長が
案内し、園のしおりなどを利用しながら個別に丁寧な説明を行い、利用希望者に必要な情報を提供すると
ともに、育児相談にのるなどきめ細かい対応を行っています。

　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明
している。

<コメント>

入園前に一人ずつオリエンテーションを実施しています。「重要事項説明書」を基に保育の開始・保育内容
の変更時に関して説明を行い、保護者の同意を得ています。説明にあたっては保護者に分かりやすく説
明を行い、個別に対応出来るよう配慮しています。又、新入園児の保護者には、「面談チェックシート」に記
入してもらい、特に配慮が必要な場合は、より詳しい説明と聞き取りを行っています。

　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われて
いる。

<コメント>

倫理綱領に子どものプライバシー保護について記載し、職員へ周知しています。着替えは棚などで仕切ら
れた中でおこない、排泄の失敗時には気づかれないようにトイレに誘導しそっと処理しています。園庭での
プールでは仕切りを用い、シャワーは服の上から行なっています。幼児トイレには扉が付いていて羞恥心
に配慮しています。子どもの写真などの扱いに関しては、入園のしおりにホームページのブログに写真を
用いることがあるので不都合や異議がある時には申し出るように記載し、申し出があれば対応していま
す。

Ⅲ-１-（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。
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【35】 Ⅲ－１－(４)－②
b

【36】 Ⅲ－１－(４)－③
a

【37】 Ⅲ－１－(５)－①
a

【38】 Ⅲ－１－(５)－②
a

【39】 Ⅲ－１－(５)－③
b

　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織
的に行っている。

<コメント>

災害時の対応として、職員の体制、避難方法・ルートなど職員には周知されていますが、園舎も新しくなり
周りの環境も変化したことで台風への対応に課題が発生し、見直しや新たな取り組みが必要となっていま
す。避難訓練は月1回定期的に行い、区の防災対応研修に職員が参加しています。消火設備・防災機器
取り扱いの確認、食品や備品の備蓄、また非常災害対策の記載された文書を保護者に配布し、メールで
発信するなど体制は整っています。今後は「BCP」（事業継続性）に対する対策も必要であると捉えていま
す。

　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマ
ネジメント体制が構築されている。

<コメント>

「事故防止マニュアル」が作成され、事故発生時の対応、手順などは職員に周知されています。法人のリ
スクマネジメント委員会には職員（リスク係）が参加し、園の職員会議で報告し共有してます。また、ヒヤリ
ハットや事故報告を基に勉強会を行い、職員が集
計、分析、評価をしたものを、職員会議で報告し共有しています。研修も積極的に行っており、今年度は
「人権」に対するマネジメントに取り組みました。事故防止策としてはリスク係・環境係の職員を中心に、新
しい園舎になったことで見直しを積極的に行っています。

　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のた
めの体制を整備し、取組を行っている。

<コメント>

感染症マニュアルを作成し職員に周知徹底しています。予防策として、子どもたちへの手洗いやうがいの
指導や保育室の換気・衛生管理に気を付けています。区による研修会に参加し、最新の情報で得たことを
職員会議で報告・共有し、マニュアルの見直しを行っています。また、園内でも勉強会を行うなど積極的に
取り組んでいます。発生時の対応としては、マニュアルに沿って対応し、感染拡大を最小限度に留めるよ
う努め、保護者には一斉メールでタイムリーに発信してます。

<コメント>

入園説明で「意見・要望を述べる機会」が記載された「園のしおり」を保護者に配布し、玄関にも置いてあり
ます。日常では、連絡帳の活用、送迎時に声がけをするなど相談しやすい雰囲気づくり、また相談の際に
は個室を用意するなどの配慮をしています。相談方法としてはいつでも相談を受ける体制があることをわ
かりやすく伝えると共に、意見箱を設置したり、園が設置した第三者委員の連絡先も明示していますが、
権利擁護の視点からも、横浜市福祉調整委員会など、他機関の苦情解決窓口の情報を提供することが
期待されます。

　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に
対応している。

<コメント>

毎日の送迎の際には園長が声がけをするなど日々保護者との関係性を築くよう努めています。保護者か
らの相談や意見に対しては、その都度、紙面、電話、口頭で対応していますが、困難な場合は相手の話を
傾聴し、専門機関に相談するなどして理解が得られるよう努めています。相談・意見の内容は主任、園長
に報告し、職員会議で情報を共有し迅速に対応出来るよう努め、場合によっては、マニュアルの見直しを
行っています。また、意見箱の設置、行事のアンケート調査、連絡帳を活用するなどの取り組みを行って
います。

Ⅲ-１-（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護
者等に周知している。
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Ⅲ-２　福祉サービスの質の確保

第三者評価結果

【40】 Ⅲ－２－(１)－①
b

【41】 Ⅲ－２－(１)－②
b

【42】 Ⅲ－２－(２)－①
b

【43】 Ⅲ－２－(２)－②
a

【44】 Ⅲ－２－(３)－①
a

Ⅲ-２-（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行わ
れ、職員間で共有化されている。

<コメント>

子どもの発達状況や家庭の個別の状況等は決められた書式に記録し、入園後の子どもの成長発達記録
は個別の「個人保育計画」等の計画や保育日誌（個人別記録欄に子どもの姿等を記載）、児童健康台帳
に記録しています。記録の作成に関しては、１年間かけた園内研修で実施していることを話し合い、伝える
内容を確認して職員に周知を図っています。また、必要な情報が届くよう、職員会議などで話し合ったこと
を職員間で情報共有しています。

アセスメントにもとづく指導計画を適切に策定している。

<コメント>

園長は、指導計画策定の責任者として助言指導しています。全体的な計画に基づいて年間指導計画、月
間指導計画、保健計画、食育計画などを作成しています。３歳児未満児及び特別に配慮を要する子ども
は個別指導計画を作成しています。指導計画は毎月クラスで子どもの状況について話し合い、保育のね
らい、前月の子どもの姿、ねらいと内容、家庭との連携などを記載して作成しています。全園児に「個別保
育計画」を作成しています。保護者は、計画を確認し、家庭の様子などを計画に記入して連携して子ども
の成長を共有しています。支援困難ケースへの対応について職員は、外部研修や法人研修に参加し、内
容を園内会議などで他の職員に伝え情報共有しています。また、保健師や横浜市中部地域療育センター
など外部の専門家から助言を受ける仕組みを持っています。園は、今後アセスメントに関する手順を決め
明文化していく意向です。

　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

<コメント>

月間指導計画は毎月、年間指導計画は年度末にクラス毎に子どもの姿など話し合い、計画の評価、見直
しを行っています。評価の結果は次の計画に反映して作成しています。また、年間指導計画の評価は次
年度担任も参加して行われる事もあります。指導計画の作成と評価は、クラス担任、乳児担任と幼児担
任、クラスリーダー、主任と副主任など構成メンバーを変えてPDCAサイクルを実施して改善に努めていま
す。保育士が作成した指導計画は主任が確認し、園長が最終確認して承認しています。

<コメント>

標準的な保育の実施方法は、各種のマニュアルを作成して文書化し、授乳などは写真で分かりやすく具
体的に示して職員に周知しています。法人理念の基本方針や倫理綱領に子どもの人権尊重、プライバ
シー保護、権利擁護に関わる姿勢が明示されています。新卒や新規職員に対しては法人研修を行い、園
内で受け入れの研修を実施しています。クラスリーダーやメンターが実施状況を確認する仕組みになって
います。年間指導計画や月間指導計画、週案等をもとに保育を実施し、画一的なものにならないよう個別
対応も心掛けています。

　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立
している。

<コメント>

保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関する時期や方法は定められていませんが、必要に応じて見
直しをしています。カリキュラム会議、幼児会議、乳児会議で話し合い、次の計画作成にあたり、PDCAサ
イクルを用いて振り返りを行い、見直しをして次につなげています。子どもの成長に合わせて環境設定を
変え、プール・水遊びや感染症の流行する時期など、随時マニュアルを読み合わせして見直しをしていま
す。保護者の送迎時の会話や連絡ノートなどから要望を聞き、意向を反映するように心掛けています。

Ⅲ-２-（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ-２-（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が
提供されている。
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【45】 Ⅲ－２－(３)－②
a

個人情報保護規定に則り、子どもの記録を適正に管理し、施錠のできる書棚に保管しています。記録管
理責任者は園長としています。職員に対して記録の管理に関して周知し、ボランティアや実習生に対して
は、オリエンテーションで知り得た情報の守秘義務について説明しています。職員は毎週「コンプライアン
スチェック」を実施して、個人情報保護規定等を理解し、遵守するよう努めています。保護者に対しては、
入園説明会で説明して同意書を得ています。写真等の使用範囲等について確認し、子どもの写真を使用
する時はそれに基づいて対応しています。

　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

<コメント>
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内容評価・保育所版

Ａ-１　保育内容

第三者評価結果

【Ａ1】 Ａ－1－(１)－①　
a

【Ａ2】 Ａ－1－(２)－①　
a

【Ａ3】 Ａ－1－(２)－②　
a

【Ａ4】 Ａ－1－(２)－③　
a

Ａ-１-（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

　生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすこと
のできる環境を整備している。

<コメント>

<コメント>

生活にふさわしい場として、子どもが心地良く過ごすことができる環境を整備しています。保育室は、室
温、湿度、換気など適切な状態が保たれ、園庭に面した掃き出し窓から採光が得られ、夏季はタープを
用いて調節する等子どもたちが安心して、心地良く過ごせる環境となっています。保育所内外の設備・
用具は、「施設整備の安全管理」に基づき点検し、リースの寝具は毎月乾燥消毒する等衛生管理に努
めています。環境設定は常に検討しており、家具や遊具は使いやすく、子どもが遊具を取り出しやすく
なっています。保育室は、棚やマット、テーブルなどでコーナーを作り、子どもがくつろげる環境を設定し
ています。食事や睡眠のための生活空間も工夫してそれぞれの場を提供しています。手洗い場やトイレ
は明るく清潔に保たれています。トイレには、仕切りやドアが設けられプライバシーに配慮をしていま
す。

一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要な基本的生活習慣が身につけられるよう配慮して
います。0,1歳児はゆるやかな担当制を取っており、特定の保育士が食事や排泄、着替えなど生活場面
を担当する事で個々の子どもの発達状況に合わせた対応をしています。保育士は子どものやりたい気
持ち、主体的な意欲を尊重し、自分でやり遂げた満足感、達成感を子どもと共有して出来た事を伝え、
子どもが肯定感を持つことができています。細やかな援助で乳児期の良好な生活習慣の習得は一日
の生活の流れを理解した幼児期への基本的生活習慣の定着へと繋がっています。歯磨きや手洗いな
どの大切さは、子どもの年齢に応じて理解できるようわかりやすく話しています。

第三者評価結果

Ａ-１-（１）　保育課程の編成

　保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの
心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全体的な計
画を作成している。

<コメント>

全体的な計画は、事前に「保育と理念」「保育と環境」「保育指針」をテーマに講師を招き園内研修を実
施し、保育所保育指針などの趣旨をとらえ、法人理念や保育理念、保育目標、目指す子どもの姿など
に基づき、子どもの発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実態を考慮して作成し
ています。全体的な計画は、1年間の連続性を持って子どもの発達を保障し、やりたいことを子どもが主
体性を持って出来るよう保育に関わる職員が参画して作成しています。全体的な計画は、定期的に評
価を行い次の作成に活かしています。

　一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保
育を行っている。

<コメント>

子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生ずる一人ひとりの個人差を把握し、尊重した保育を行って
います。子どもが保育士と一緒にいる安心感から自分の気持ちを表現できるよう、子どものサインを見
逃さないよう心掛けています。自分を表現できない子どもには、子どものペース、仕草、表情から気持ち
を汲み取り、時にはスキンシップを図って、寄り添うよう努めています。法人の基本方針に人権の尊重を
掲げ、子どもへの声の掛け方や言葉の選び方、工夫等を職員に伝えています。子どもを注意する時も
肯定的な言葉を使うよう努めています。さらに、園長、主任が、日常の保育の実施をみて助言する仕組
みが出来ています。

　子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる
環境の整備、援助を行っている。
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【Ａ5】 Ａ－1－(２)－④　
a

【Ａ6】 Ａ－1－(２)－⑤　
a

【Ａ7】 Ａ－1－(２)－⑥　
a

【Ａ8】 Ａ－1－(２)－⑦
a

保育士は、0歳児と情緒の安定を図りながら愛着関係を形成すると共に、一人ひとりの子どもの状態に
応じて心地良く生活できるよう丁寧に関わっています。成長に応じて玩具や絵本の入れ替えを行い、発
達に応じた活動ができるよう援助しています。ゆるやかな担当制を取っており、食事やオムツ交換、睡
眠などの生活を一緒にする事で愛着関係が築けています。食事やおやつ、睡眠の時間は子どもの状態
に応じて個別対応しています。保育士は穏やかに話しかけ、子どもの表情や態度、喃語などから思いを
汲み取ることが出来るよう援助しています。毎日の連絡ノートや送迎時に保護者と情報を共有しなが
ら、離乳食の進み具合などについて、保護者と密接な連携を図ると共に育児に関する相談に応じてい
ます。

1歳以上3歳未満児は、子ども一人ひとりの発達に応じた言葉かけで自分の考えを言葉で表現できるよ
う励まし、自分でしようとする気持ちを大切に見守っています。安全に活動しやすい環境を整え、室内や
園庭、野外で走る、跳ぶ、登るなど全身を使って遊べるよう工夫しています。保育士は、子どもの自我の
育ちを見守りながら友達との関わりを状況に合わせて仲立ちするよう配慮しています。園が用意した、
毎日の家庭と園生活の連続性を考慮した「連絡ノート」を使用して保護者と情報を共有しています。ま
た、トイレットトレーニング等子どもの個別の課題については、園での様子を保護者に伝え、保護者の意
向を確認し、連携して取り組んでいます。

　子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの
生活と遊びを豊かにする保育を展開している。

<コメント>

子どもが主体的に活動出来るよう、年齢や発達に応じて、興味や関心を持って取り組めるよう保育室の
環境を定期的に見直しています。ごっこ遊びコーナーや制作・パズル等の静かなコーナー等子どもは自
由に遊びを選び、自分の発想で遊びを広げたり、友達と一緒に遊んだり、協力して大きな物を作ったり
と自発的に活動しています。園庭では、遊具で遊んだり、かけっこや縄跳びなど子どもが楽しみながら
全身を使って遊べるよう配慮しています。また、室内でも体操や鉄棒、マットなどを使用して、身体を
使って活動できるよう工夫しています。幼児クラスでは体育指導を月3回実施しています。園は、保育園
のある地域が子どものふるさとになるよう心掛け取り組んでいます。子どもたちは、散歩では地域の
人々と挨拶を交わし、園で種から育てた花の苗を地域の公園に植えたり、夏祭りで地域の方と交流した
り、地域の防災訓練に参加するなどの活動を体験しています。

　乳児保育（0歳児）において、養護と教育が一体的に展
開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に
配慮している。

　３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展
開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に
配慮している。

<コメント>

<コメント>

　１歳以上３歳児未満の保育において、養護と教育が一
体的に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容
や方法に配慮している。

<コメント>

3歳児以上では、子ども自身が興味のある遊び、好きな遊びを選んだり、友達と遊びを工夫したりして楽
しんでいます。保育士は、鬼ごっこ等子どもが友達と協力して楽しめるルールのある遊びを取り入れて
います。室外ではボールを使った遊びなど、各年齢の仲間意識の育ちに配慮しながら、運動能力を高
めるよう必要な援助をしています。園内研修では、１年間かけて環境設定を学び、年齢に応じた遊具、
玩具を用意し、子どもが自由に表現したり、友達との遊びを通して遊びが発展出来るよう環境設定を実
践しています。就学に向けて、保護者には降園時にその日の様子を伝え、懇談会では取り組みの状況
を伝えています。
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【Ａ9】 Ａ－1－(２)－⑧
b

【Ａ10】 Ａ－1－(２)－⑨
a

【Ａ11】 Ａ－1－(２)－⑩
a

【Ａ12】 Ａ－1－(３)－①　
b

【Ａ13】 Ａ－1－(３)－②　
a

　障害のある子どもが安心して生活できる環境を整備し、
保育の内容や方法に配慮している。

<コメント>

園は、段差を無くしたバリアフリー構造となっていて、エレベーターや多機能トイレを備えています。障害
の特性を考慮した個別指導計画を作成し、保育を実施しています。子どもの状況に合わせて職員体制
を厚くしています。必要に応じて援助し、障害のある子どもと他の子どもたちと一緒に生活しています。
横浜市中部地域療育センターと連携して、巡回指導を受け、助言を得ています。必要に応じて保護者と
子どもとの関わり方などについて情報を共有して連携を図っていますが、保育園の保護者に障害のあ
る子どもの保育に関する情報を伝えるまでには至っていません。職員は外部研修や法人研修などに参
加し、その内容を研修報告書や職員会議などで職員に伝え、情報を共有しています。

　長時間にわたる保育のための環境を整備し、保育の内
容や方法に配慮している。

<コメント>

長時間にわたる保育では、子どもの体調や様子を見ながら、身体を動かして遊んだり、静かに過ごせる
時間や環境を設けるよう配慮しています。子どもたちは、ぎりぎりまで各保育室で過ごし、18時に広い部
屋の一時保育室に移り、通常の保育室にはない特別感のある玩具で遊んだり、異年齢で遊んだりして
楽しめるよう環境や保育の方法を工夫しています。子ども達の一日の生活の連続性が保たれるよう、朝
の受け入れ時からお迎えの時間までの伝達は、各クラスの「時間外クラス日誌」に一人ひとりの子ども
の様子などの伝達事項を記入し、担任以外でも保護者に伝達できる体制をとっています。

　小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の
内容や方法、保護者との関わりに配慮している。

<コメント>

全体的な計画や年間指導計画などに就学に関する内容を記載し、アプローチプログラム（小学校に向
けての接続計画）を作成して就学を見通した計画に基づいて保育活動を実施しています。幼保小連携
事業の取り組みで小学校を訪問し、学校見学をして卒園生や小学生と交流を図っています。子どもたち
の就学予定の小学校の教諭が保育体験に来園して、職員と意見交換をしています。　保護者には、小
学校の情報や様子を知らせています。

Ａ-１-（３）　健康管理

　子どもの健康管理を適切に行っている。

<コメント>

子どもの健康管理に関するマニュアルに基づき一人ひとりの子どもの健康状態を把握しています。子ど
もの体調悪化やけがなどについては、担任から園長、主任に報告し、必要に応じて事前に保護者に電
話で報告し、降園時に口頭で直接状況を伝え、保護者と降園後の対応を話し合っています。子どもの保
健に関する「保健計画」を作成しています。保育士は登園時に子どもの様子を観察し、毎朝の体温測定
と保護者から連絡ノートや口頭で様子を聞くなどしています。入園時に得た情報に基づいて既往歴等を
把握し、保護者から新しい情報を得た時はその都度追記して、情報を職員間で共有しています。乳幼児
突然死症候群対策として、０歳児は５分間隔、1～２歳児は１０分間隔で睡眠時の呼吸、顔色、身体の
向きなどをチェックして記録しています。保護者に対して、園の子どもの健康に関する方針や取り組み
は、園だよりや、懇談会などでその都度伝えていますが、乳幼児突然死症候群に関する必要な情報提
供は強化月間のポスター掲示はしていますが具体的な説明はしていません。

　健康診断・歯科検診の結果を保育に反映している。

<コメント>

年2回の健康診断と歯科健診が行われ、結果は保護者に歯科健診は書面で、健康診断は口頭で知ら
せています。嘱託医とは、日頃から情報提供を受け、随時相談できる関係性を持っています。3,4,5歳児
は尿検査、4歳児は視聴覚検査を行っています。また、身体測定を毎月行い、「身体測定表」に記録して
保護者に知らせています。一人ひとりの子どもの成長曲線を記録し、カウプ指数から個別にゆっくり食
事をするよう援助するなど食事の食べ方を職員は話し合い、保育に反映させています。
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【Ａ14】 Ａ－1－(３)－③　
a

【Ａ15】 Ａ－1－(４)－①　
a

【Ａ16】 Ａ－1－(４)－②　
a

Ａ-２　子育て支援

第三者評価結果

【Ａ17】 Ａ－２－(１)－①　
a

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、
医師からの指示を受け適切な対応を行っている。

<コメント>

「アレルギー対応マニュアル」をもとに、子どもの状況に応じた適切な対応をしています。食物アレルギ
－については、医師の記入した「アレルギー疾患等生活管理指導表」を提出してもらい、除去食を提供
しています。栄養士は入園時に保護者と面談を行い、毎月の献立表から使用食材をチェックし、担任と
保護者で確認してもらいます。毎月の職員会議で給食室とクラス担任のアレルギー除去食の受け渡し
の演習をして誤食の無いよう配慮しています。職員は、食物アレルギーの研修に参加したり、職員会議
で話し合って知識や情報を共有しています。対象園児が在園している時は、赤十字社の方が来園し、
職員はエピペンの研修を受けています。

Ａ-１-（４）　食事

　食事を楽しむことができるよう工夫している。

<コメント>

園の食育計画の食育目標は「楽しく食べる。食に興味を持つ、知る。食事のマナーを身につける。命に
感謝する」としています。子どもたちは年齢に応じて食材に触れ、千切ったり、皮むきしたり、クッキング
をして食について興味が持てるよう工夫してます。また、2～５歳児クラスは、各保育室でご飯を炊き、食
事を作る過程に子どもが関われるようにしています。食器や食具は年齢や発達に合わせた大きさのも
のを使用しています。0,1歳児は落ち着いて食事ができるよう個別対応しています。2歳児は友達とテー
ブルを囲み楽しく食べています。幼児は友達のことを考えながら自分の食事を盛り付けています。各ク
ラスは楽しく食事ができる雰囲気作りを工夫していま
す。保護者には献立表や給食だよりなどで園の食への考えや取組を知らせています。保育参加した保
護者は子どもと一緒の給食を試食することができます。

　子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提
供している。

<コメント>

季節感を大切に旬の食材を使い、季節の行事に合わせた献立を取り入れています。食材は安全性を
重視し、納品後は適切な温度管理をして保管し記録しています。栄養士は、給食やおやつの時間にクラ
スをまわり、子どもの食べている様子を見ています。さらに、一緒に食べる機会を持つことを検討中で
す。給食室の前にランチルームがあり、子どもたちは調理の様子を見ることができます。給食委員会で
はクラス担任から子どもの食べる量や嗜好など子どもたちの様子が報告され、状況を把握しています。
把握した内容から次に反映し、調理方法や味付けなどを工夫しています。給食室の衛生管理は適切に
行われ「衛生管理マニュアル」に沿って適切に対応しています。

Ａ-２-（１）　家庭との緊密な連携

　子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っ
ている。

<コメント>

登園時に家庭での子どもの様子を聞き、降園時にその日の子どもの様子を伝え、保護者と情報交換し
ています。乳児クラスは園が用意した、毎日の家庭と園生活の連続性を考慮した「連絡ノート」を使用
し、幼児クラスは保護者が用意した個人ノートを必要な時に使用しています。さらに、幼児クラスはその
日の保育の様子を記載して掲示して保護者に活動内容を知らせています。また、活動を写真に
撮ってクラスに掲示しています。懇談会は年度始め、中間、年度末と年3回実施し、保護者に日常の保
育の様子を伝え、園の取り組みや保育内容、目的をわかりやすく説明しています。全園児に「個別保育
計画」を作成し、子どもの様子、今期のねらい、具体的取り組み、配慮等が記入されています。保護者
は「個別保育計画」の内容を確認し、家庭での様子を記入して園へ返却する等子どもの成長を共有でき
るよう支援しています。
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【Ａ18】 Ａ－２－(２)－①　
a

【Ａ19】 Ａ－２－(２)－②
b

Ａ-３　保育の質の向上

第三者評価結果

【Ａ20】 Ａ－３－(１)－①　
a

Ａ-２-（２）　保護者等の支援

　保護者が安心して子育てができるよう支援を行ってい
る。

<コメント>

保育士は、毎日の送迎時に保護者に声掛けをして、コミュニケーションをとり、日頃から保護者と信頼関
係が築けるよう努めています。園のしおりに「ご意見・ご要望をお述べになる機会について」を掲載し、
毎月の園だよりにも「個人面談を受け付けています」と保護者に何時でも相談に応じる事を伝えていま
す。相談の際は、プライバシーが守られる環境を用意し、落ち着いて話しができるよう配慮しています。
相談を受けた職員が適切な対応ができるようクラスリーダー、主任から助言を受けられる体制になって
います。相談内容は記録し、継続してフォローができるよう努めています。

<コメント>

月間指導計画、週案などの指導計画や保育日誌などの記録は振り返りを文章化できる書式になってお
り、自己評価は意図とした保育のねらいが達成されたか記入しています。保育の自己評価は子どもの
成長や意欲を大切に、結果だけでなく取り組む過程を重視していま
す。保育士等は自己評価を行い、振り返りを次の計画に反映しています。職員は「保育士のための自
己評価」と「課題表（年度課題、省察、自己評価、園長コメント）」を作成し、年度課題などを振り返り、園
長と面談しています。園長は職員の出来るようになった事や次年度の抱負を聞いています。さらに、毎
週コンプライアンスのチェックリストに記入し、職員が倫理綱領に基づいて職員自身と保育の振り返りを
し、これらを職員間で話し合うことで保育の改善につなげています。保育の質の向上を図るために園の
保育全般を振り返り、園の自己評価を実施しています。

　家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期
発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。

<コメント>

「久良岐母子福祉会倫理綱領」のトップに権利擁護を掲げ、「久良岐母子福祉会基本姿勢」の行動指
針”人権の尊重”に虐待を発生させない体制作りを記載していますが、虐待等権利侵害に関するマニュ
アルの整備には至っていません。職員は法人研修で相手の権利を侵害してはならない事等を話し合
い、子どもファーストを第一とする共通認識から取るべき行動を学んでいます。登園・降園時には保護
者と積極的にコミュニケーションをとり、相談しやすい雰囲気を作るよう努めています。

Ａ-３-（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

　保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）
を行い、保育実践の改善や専門性の向上に努めている。
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